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メーキャップ

今週のお祝い

●創立／1968年4月24日 ●事務所／米子市西福原1-1-55 ホテルサンルート米子 ℡(0859)32‐5531
●例会日／水曜日12:30～13:30 ●例会場／ホテルサンルート米子市西福原1-1-55 ℡(0859)33-0911
●会長／木美俊彦 ●幹事／長棟信泰 ●会報／楠 明彦

「 ロータリーに誇りを ! 参加しよう そして、行ってみよう 」

今週のお祝い
本人誕生祝：

1日 宮永誠治君 3日 池口由紀彦君
4日 佐々木宏君 6日 今出上君 尾沢三夫君
9日 松本啓君 11日 種田進君
14日 永島清孝君 西村正男君
27日 小土井秀明君

会員数 90名
（正会員 89名 名誉会員 1名）

会長挨拶
本日は私の仕事であります店舗工事のことでお

話しさせて頂きます。
ファッション業界は春先、秋先に向けて店舗改装

が集中いたします。
お陰さまで当社も鳥取のイオン、シャミネ、松江

のシャミネ等から受注を受けて大忙しの毎日であり

幹事報告
１．2/22地区夢計画合同セミナー出席お礼状
２．4/13地区研修・協議会開催のご案内

（益田市グラントワ）
３、4/12～13事務局職員研修会開催のご案内
４．11/14～16グレン＆千杯第11回ロータリー選抜

野球大会のご案内 （久留米北ＲＣホスト）のシャミネ等から受注を受けて大忙しの毎日であり
ます。店舗改装は必ずオープンには間に合わせ
なければいけないので大変であります。特に店舗
によっては工事が深夜に限られる場合があります。
その場合徹夜の作業の連続で充分な睡眠もとるこ
とが出来ないのが現状であります。

最近はそんなわけで寝不足状態であります。出
来あがった店舗は美しいですが、それまでの作業

野球大会のご案内 （久留米北ＲＣホスト）
５．3/1卒業証書授与式出席お礼状

（米子松蔭高等学校）
６．「やまだの作文第４２集」ＲＩ第2520地区 山田ＲＣ）
７．3/23 国際井戸端会議！（ふれあいの里）

（米子国際交流協会）
８．3/26職場訪問「和傘伝承館」（淀江）

９ 4/6家族交流会（養和ＹＡＪＩＮフ ルド）
来 店舗 美 す 、 作業
はいかに大変であるかということであります。

９．4/6家族交流会（養和ＹＡＪＩＮフィールド）

今後の主な行事予定

3/19 第４回家庭集会 18：30～ （バイキングレスト かたおか）3/19 第４回家庭集会 18：30～ （バイキングレスト かたおか）
3/26 職場訪問 和傘伝承館 （淀江） 13：00頃より移動
4/6 家族交流会 10：00～ （養和ＹＡＪＩＮフィールド）
4/13 地区研修・協議会 （益田市 グラントワ）
4/26 第1・2グループ合同ＩＭ （米子コンベンションセンター、米子全日空ホテル）



＜プログラム＞

「女性が働きやすい職場と仕事環境
－ 在宅勤務導入のすすめ －」

株式会社 は ぴ りんく株式会社 はっぴぃりんく
代表取締役 藤原章江 氏

私は在宅ワークの仕事を１３年間やっております。そしてこの度在宅テレワークの企業を興しました。
その理由は二つあります 一つは地域に埋もれている人材の活用であります もうひとつは国内と海その理由は二つあります。 つは地域に埋もれている人材の活用であります。もうひとつは国内と海
外の世の中の動きであります。県内には地域性の不便さ、そして子育てなど家庭の事情で優秀な技
量を持ちながら職に就けない方が多くおられます。その方たちの為にも在宅ワークが必要となります。

又世の中の動きの中では政府の閣議決定として世界最高ＩＴ国家創造宣言があります。その中でテ
レワークを推進して行くということであります。また新聞報道でも女性の社会進出をアメリカと推進して
行くとの記事を最近見ました。在宅ワーク、テレワーク、女性の就活が会社設立のキーワードです。
在宅勤務の必要性を説くのに東日本大震災があります。すなわち在宅勤務とクラウドの必要性であ
ります。会社が全壊しても必要なデーターが残って、人材も在宅勤務で他の地域にいたならば、会社
の復興にいかに影響するかということであります。今、結婚、子育て、介護など様々な理由で職に就
けない方々が多くおられます。私はこの方々の為に在宅テレワークにより就活を応援、サポートした
いと思っております。

企業の方で当社は在宅テレワークに任せる仕事がないと言われる方が多くありますが、新しい仕事
を作るのではなく一連の仕事の流れの中から会社と在宅と今ある仕事を区分することであります。

これは今問題になっている介護の問題にも関わってきます。親の介護を必要とするのは４０代から５
０代の会社におけるキャリアのある人材であります。このキャリアのある方々を手放さなくてはならな
いのは会社にとって大きな損失であります 新人社員の育成には少なくとも３年はかかります 少子いのは会社にとって大きな損失であります。新人社員の育成には少なくとも３年はかかります。少子
高齢社会において今在宅ワークを上手く取り入れることがいかに大事であるかわかります。私はこの
在宅テレワークを鳥取県で広めようと頑張っています。この地域で働く人材を確保しています。女性
にこだわっておりますが、人材育成のためにも皆様のご協力を宜しくお願いします。

次回プログラム
19 「 神々しい大山の瞬き 」

ＮＰＯ法人大山中海観光推進機構 （大山王国） 理事長（王様） 石村隆男 さん
26 職場訪問 「和傘（匠のこころ）」 和傘伝承館 伝統工芸士 山本絵美子さん


